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インストール

重要
• 大きな通気口や汚染源のある場所からは少なくとも1.5メートル (4.9フィート) 離してくださ
い。これには、通気口、ドア、窓、調理場などが含まれます。

• 空気が自由に流れる位置に装置を設置してください。
• ベイプや喫煙を効果的に検出するには、床から2.4～2.7メートル (7.9～8.9フィート) の高さ
の天井に装置を設置してください。

• 空気質と環境を効果的に監視するには、床から0.9～1.8メートル (3.0～5.9フィート) の高さ
に装置を設置してください。

取り付け方法の詳細については、インストールガイドを参照してください。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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使用に当たって

警警告告
光の点滅やちらつきは、光過敏性てんかんを持つ人の発作を引き起こすことがあります。

ネットワーク上のデバイスを検索する

Windows®で検索したAxisデバイスにIPアドレスの割り当てを行うには、AXIS IP Utilityまたは
AXIS Device Managerを使用します。いずれのアプリケーションも無料で、axis.com/supportから
ダウンロードできます。

IPアドレスの検索や割り当てを行う方法の詳細については、IPアドレスの割り当てとデバイスへの
アクセス⽅法を参照してください。

ブブララウウザザーーササポポーートト

以下のブラウザーでデバイスを使用できます。

ChromeTM EdgeTM Firefox® Safari®

Windows® ✓ ✓ * *

macOS® ✓ ✓ * *

Linux® ✓ ✓ * *

その他のオペ
レーティングシ
ステム

* * * *

✓: 推奨:

*: 制限付きでサポート

装置のwebインターフェースを開く

1. ブラウザーを開き、Axis装置のIPアドレスまたはホスト名を入力します。
この装置のIPアドレスが不明な場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを使用し
て、ネットワーク上でこの装置を見つけてください。

2. ユーザー名とパスワードを入力します。装置に初めてアクセスする場合は、管理者アカウ
ントを作成する必要があります。管理者アカウントを作成する, on page 5を参照してくだ
さい。

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースでの全機能と設定に関する説明については、AXIS
OS Webインターフェースヘルプを参照してください。

管理者アカウントを作成する

装置に初めてログインするときには、管理者アカウントを作成する必要があります。

1. ユーザー名を入力してください。
2. パスワードを入力します。安全なパスワード, on page 6を参照してください。
3. パスワードを再入力します。
4. 使用許諾契約書に同意します。
5. [AAdddd aaccccoouunntt ((アアカカウウンントトをを追追加加))] をクリックします。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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重要
装置にはデフォルトのアカウントはありません。管理者アカウントのパスワードを紛失した場
合は、装置をリセットする必要があります。工場出荷時の設定にリセットする, on page 33を参
照してください。

安全なパスワード

重要
ネットワーク上でパスワードやその他の機密設定を行う場合は、HTTPS (デフォルトで有効に
なっています) を使用してください。HTTPSを使用すると、安全で暗号化された形でネットワー
クに接続できるため、パスワードなどの機密データを保護できます。

デバイスのパスワードは主にデータおよびサービスを保護します。Axisデバイスは、さまざまなタ
イプのインストールで使用できるようにするためパスワードポリシーを強制しません。

データを保護するために、次のことが強く推奨されています。

• 8文字以上のパスワードを使用する (できればパスワード生成プログラムで作成する)。
• パスワードを公開しない。
• 一定の期間ごとにパスワードを変更する (少なくとも年に1回)。

デバイスのソフトウェアが改ざんされていないことを確認する

装置に元のAXIS OSが搭載されていることを確認するか、またはセキュリティ攻撃が行われた後に
装置を完全に制御するには、以下の手順に従います。
1. 工場出荷時の設定にリセットします。工場出荷時の設定にリセットする, on page 33を参照
してください。
リセットを行うと、セキュアブートによって装置の状態が保証されます。

2. デバイスを設定し、インストールします。

デバイスを配置する

デバイスの配置は、利用状況によって異なります。以下の点を考慮しつつ、対象範囲のできるだ
け近くにデバイスを設置してください。

対対象象範範囲囲 配配置置 高高ささ 避避けけるるべべききこことと

電電子子タタババココのの使使用用おお
よよびび喫喫煙煙

天井 2.4～2.7 m (7.9～8.9 ft) 角部

PPMM、、VVOOCC、、NNOOxx、、CCOO22 壁 0.9～1.8 m (3～6 ft) 角部、熱源

湿湿度度 天井または壁 すべて 窓、換気口、熱源、角
部

気気温温 天井または壁 すべて 熱源、冷却源、角部

セセンンササーーのの検検知知範範囲囲

検知範囲は、センサーを中心に円錐形に広がっています。検知半径は2 m (6.5 ft) ですが、空気の
流れや間取りなどの環境要因によって全体の検知範囲は変わります。

喫煙や電子タバコの使用を検知するセンサーの検知範囲は、12.6 m2 (135 ft2) です。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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デバイスを構成する

空気質モニターの設定

空空気気質質セセンンササーーののダダッッシシュュボボーードドをを設設定定すするる

デバイスのWebページで、[[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] > [[DDaasshhbbooaarrdd ((ダダッッシシュュボボーー
ドド))]] の順に移動します。

• ダッシュボードの名前を編集するには、左側の をクリックします。

• ダッシュボードにデータを表示するには、 [[EEddiitt ((編編集集))]] >

をクリックします。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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• ダッシュボードでデータを非表示するには、 [[EEddiitt ((編編集集))]] >

をクリックします。

注
ダッシュボードには、一度に12の変数のみ表示されます。ダッシュボードがフルの場合、新し
い変数を表示するには、アクティブな変数を非表示にする必要があります。

空空気気質質セセンンササーーをを設設定定すするる

デバイスのWebページで、[[AAiirr qquuaalliittyy sseennssoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] > [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] の順に移動
します。

• 温度、湿度、CO2、NOx、PM1.0、PM2.5、PM4.0、PM10.0、VOC、AQI、ヒューミデック
ス、暑さ指数の閾値を設定します。設定を参照してください。

• ベイピング検出ベイピング検知感度を設定します。設定を参照してください。
• ストレージ保持期間を設定します。ストレージ設定を参照してください。
• 変数メタデータ更新頻度を設定します。変数メタデータを参照してください。
• 検証期間を設定します。検証期間を参照してください。
• Modbusを有効にします。Modbusを参照してください。
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セセンンササーーデデーータタ統統計計情情報報ののダダウウンンロローードド

最大365日分のセンサー統計情報をCSVファイルにエクスポートし、Microsoft® Excelなどのアプリ
ケーションで使用できます。

1. デバイスのWebページで、[[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] > [[SSttaattiissttiiccss ((統統計計))]] >
[[SSeennssoorr DDaattaa SSttaattiissttiiccss ((セセンンササーーデデーータタ統統計計))]] の順に移動します。

2. 日付範囲を選択する:
– CCuussttoomm rraannggee ((カカススタタムム範範囲囲)):[[FFrroomm ((開開始始))]] と [[TToo ((終終了了))]] のリストから、開始日

と終了日を選択します (最大365日)。
– PPrreeddeeffiinneedd rraannggee ((ああららかかじじめめ定定義義さされれたた範範囲囲)):[[PPrreeddeeffiinneedd rraannggee ((ああららかかじじめめ定定

義義さされれたた範範囲囲))]] のリストから期間を選択します。

注
カスタム範囲とあらかじめ定義された範囲の両方が選択されている場合、カスタム範囲が優先
されます。

注
最大ダウンロード範囲は、[Storage settings (ストレージ設定)] で設定された保持期間に制限さ
れます。
3. [[SSoouurrccee ((ソソーースス))]] のリストから希望のソースを選択します。すべてのソースのデータをエ
クスポートするには、[[DDoowwnnllooaadd aallll ddaattaa ((すすべべててののデデーータタををダダウウンンロローードド))]] をクリック
します。

4. [[DDoowwnnllooaadd ddaattaa ((デデーータタををダダウウンンロローードド))]] をクリックすると、選択した統計情報がエクス
ポートされます。

注
[[DDoowwnnllooaadd aallll ddaattaa ((すすべべててののデデーータタををダダウウンンロローードド))]] をクリックすると、選択した期間のす
べてのソースのデータがエクスポートされます。

装装置置のの初初起起動動時時ののキキャャリリブブレレーーシショョンン

注
• 完全なCO2精度が得られるまでには、装置の初起動から2日かかります。
• 装置の初起動時には、AQI (空気質指数) が正しく機能するまでに12時間かかります。十分な
データが得られるまで、AQIにはCCaallccuullaattiinngg ((計計算算中中)) と表示されます。デバイスが再起動
するたびに、キャリブレーション時間が必要です。

• 完全なVOC精度は、デバイスを1時間作動させた後に得られます。デバイスが再起動するた
びに、キャリブレーション時間が必要です。

• 完全なNOx精度は、デバイスを6時間作動させた後に得られます。デバイスが再起動するた
びに、キャリブレーション時間が必要です。

MMQQTTTTデデーータタのの公公開開

変数のメタデータを有効にする:

1. [[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] > [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[VVaarriiaabbllee mmeettaaddaattaa ((変変数数メメ
タタデデーータタ))]] に移動します。

2. [[VVaarriiaabbllee mmeettaaddaattaa ((変変数数ののメメタタデデーータタ))]] を有効にします。
3. データ送信周期を設定します。

MQTTブローカーを設定する:

1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > MMQQTTTT を移動します。

2. ブローカーの情報を入力します。
– HHoosstt ((ホホスストト)): IPアドレス

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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– UUsseerrnnaammee ((ユユーーザザーー名名)) と PPaasssswwoorrdd ((パパススワワーードド))
– 装装置置トトピピッッククのの接接頭頭辞辞:ここにMQTTデータが公開されます。デフォルトトピックは

axis/MAC-addressになります。
3. MQTTクライアントをオンにします。テキストが [[SSttaattuuss:: CCoonnnneecctteedd ((スステテーータタスス:: 接接続続済済
みみ))]] に変わるはずです。

4. [保保存存] をクリックします。
MQTTデータを公開する:

1. [[MMQQTTTT ppuubblliiccaattiioonn ((MMQQTTTT公公開開))]] タブで、[[AAdddd ccoonnddiittiioonn ((条条件件のの追追加加))]] をクリックしま
す。

2. [[AAdddd ccoonnddiittiioonn ((条条件件のの追追加加))]] ダイアログに以下を入力します。
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)):空気質クラウド監視有効
– MMQQTTTT ttooppiicc ((MMQQTTTTトトピピッックク)): axis/{serial}/event/tns:axis/

AirQualityMonitor/VariableMetadata

– PPaayyllooaadd ttooppiicc ((ペペイイロローードドトトピピッックク)): axis:AirQualityMonitor/
VariableMetadata

3. [追追加加] をクリックします。

注
[[AAiirr qquuaalliittyy cclloouudd mmoonniittoorriinngg aaccttiivvee ((空空気気質質ククララウウドド監監視視有有効効))]] が表示されない場合は、
[[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] > [[SSeettttiinngg ((設設定定))]] で変数メタデータを有効にする必要
があります。

この条件は、すべてのセンサーパラメーターを選択した変数メタデータ更新頻度で以下のような
形式で公開します。

( "topic": "axis:AirQualityMonitor/Metadata", "timestamp": 1772553621219,
"message": { "source": { "sensor_name": "D6310" }, "key": {}, "data": { "NOx":
"4.000000", "Humidity": "21.290001", "Temperature": "26.430000", "PM10.0":
"5.200000", "AQI": "28", "PM4.0": "5.000000", "PM1.0": "3.800000", "CO2":
"580", "VOC": "180.000000", "PM2.5": "4.500000", "Humidex": "25", "Heat
index": "26",

生成されるメタデータフィールドには以下が含まれます。

現現場場 説説明明

topic 条件を生成したペイロードトピック。

timestamp データが生成された時点のタイムスタンプ。

serial デバイスのMACアドレス。シリアル番号は、
[[MMQQTTTT ppuubblliiccaattiioonn ((MMQQTTTT公公開開))]] タブで、
[[IInncclluuddee sseerriiaall nnuummbbeerr ((シシリリアアルル番番号号をを含含めめ
るる))]] を有効にしている場合のみ表示されます。

message 条件に関する情報が含まれたJSONオブジェク
ト。

message.source N/A

message.source.sensor_name 条件を生成したデバイスの名前。

message.key N/A

message.data データ情報を含むJSONオブジェクト。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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message.data.NOx 一酸化窒素および二酸化窒素のリアルタイム濃
度。

message.data.Humidity 空気質センサーからのリアルタイム湿度。

message.data.Temperature 空気質センサーからのリアルタイム気温 (℃また
は℉)。

message.data.PM1.0 リアルタイムPM1.0濃度。

message.data.PM2.5 リアルタイムPM2.5濃度。

message.data.PM4.0 リアルタイムPM4.0濃度。

message.data.PM10.0 リアルタイムPM10.0濃度。

message.data.AQI 空気質センサーのデータに基づくリアルタイム
空気質指数。

message.data.CO2 リアルタイム二酸化炭素濃度。

message.data.VOC リアルタイム揮発性有機化合物指数。

message.data.Humidex 湿度と気温のデータに基づくリアルタイム湿度
指数。

message.data.Heat_index 湿度と気温のデータに基づく暑さ指数。

プロファイルの設定

プロファイルとは、設定された構成の集合を意味します。優先順位やパターンの異なる最大30の
プロファイルを設定できます。

新しいプロファイルを設定するには、以下の手順に従います。

1. [PPrrooffiilleess ((ププロロフファァイイルル))] に移動し、[ CCrreeaattee ((作作成成))] をクリックします。
2. NNaammee ((名名前前)) とDDeessccrriippttiioonn ((説説明明)) を入力します。
3. プロファイルに必要な [LLiigghhtt ((ラライイトト))] と [SSiirreenn ((ササイイレレンン))] の設定を選択します。
4. ライトとサイレンの [PPrriioorriittyy ((優優先先度度))] を設定し、[SSaavvee ((保保存存))] をクリックします。

プロファイルを編集するには、 をクリックして [EEddiitt ((編編集集))] を選択します。

カカススタタムムササイイレレンン音音声声フファァイイルルででププロロフファァイイルルをを設設定定すするる

カスタム音声ファイルでプロファイルを設定できます。最大100MBまでの音声ファイルをデバイ
スに保存できます。これよりサイズが大きい音声ファイルは、デバイスにSDカードスロットが付
いている場合はSDカードを使用してください。

音声ファイルのアップロード:

1. [MMeeddiiaa ((メメデディィアア))] に移動し、[ AAdddd ((追追加加))] をクリックします。
2. コンピューターからファイルを選択します。
3. [SSttoorraaggee llooccaattiioonn ((保保存存先先))]を選択します。
4. [保保存存] をクリックします。

音声ファイルをプロファイル内で使用する：

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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1. [PPrrooffiilleess ((ププロロフファァイイルル))] に移動し、プロファイルを作成します。詳細については、プロ
ファイルの設定, on page 11] を参照してください。

2. [SSiirreenn ((ササイイレレンン))] を設定する際は、アップロードされた音声ファイルを[PPaatttteerrnn ((パパタターー
ンン))] として選択します。

ププロロフファァイイルルののイインンポポーートトままたたははエエククススポポーートト

既定のプロファイルを使用する場合は、以下の方法でプロファイルをインポートできます。

1. [PPrrooffiilleess ((ププロロフファァイイルル))] に移動し、[ IImmppoorrtt ((イインンポポーートト))]] をクリックします。
2. 参照してファイルを見つけるか、インポートするファイルをドラッグアンドドロップしま
す。

3. [保保存存] をクリックします。
1つ以上のプロファイルをコピーして他の装置に保存するには、以下の手順でプロファイルをエク
スポートできます。

1. [profiles(プロファイル)] を選択します。
2. [エエククススポポーートト] をクリックします。
3. 参照して.jsonファイルを見つけます。

ダダイイレレククトトSSIIPP ((PP22PP)) をを設設定定すするる

同じIPネットワーク内の少数のユーザーエージェント間で通信が行われ、PBXサーバーが提供する
追加機能が必要ない場合は、ピアツーピアを使用します。

設定オプションの詳細については、SIPを参照してください。

1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [SSIIPP] > [SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))] に移動し、[EEnnaabbllee SSIIPP ((SSIIPPのの有有効効
化化))] を選択します。

2. デバイスでの着信呼び出しの受信を許可するには、[AAllllooww iinnccoommiinngg ccaallllss ((着着信信呼呼びび出出しし
をを許許可可))] を選択します。

3. [CCaallll hhaannddlliinngg ((呼呼びび出出ししのの処処理理))] で、呼び出しのタイムアウトと継続時間を設定します。
4. [PPoorrttss ((ポポーートト))] で、ポート番号を入力します。
– SSIIPP ppoorrtt ((SSIIPPポポーートト)) - SIP通信に使用するネットワークポートです。このポートを経

由する信号トラフィックは暗号化されません。デフォルトポート番号は5060です。
必要に応じて異なるポート番号を入力します。

– TTLLSS ppoorrtt ((TTLLSS ポポーートト)) - 暗号化されたSIP通信に使用するネットワークポートです。
このポートを経由する信号トラフィックは、Transport Layer Security (TLS) を使用し
て暗号化されます。デフォルトポート番号は5061です。必要に応じて異なるポート
番号を入力します。

– [RRTTPP ssttaarrtt ppoorrtt ((RRTTPP開開始始ポポーートト))] - SIP呼び出しの最初のRTPメディアストリームで
使用するポートを入力します。メディア転送のデフォルトの開始ポートは4000で
す。ファイアウォールによっては、特定のポート番号のRTPトラフィックをブロック
する場合があります。ポート番号は1024～65535の間で指定する必要があります。

5. [NNAATT ttrraavveerrssaall ((NNAATTトトララババーーササルル))] で、NATトラバーサル用に有効にするプロトコルを選
択します。

注
NATトラバーサルは、デバイスがNATルーターまたはファイアウォール経由でネットワークに
接続している場合に使用します。詳細については、NATトラバーサルを参照してください。
6. [AAuuddiioo ((音音声声))] で望ましい音声品質で、SIP呼び出しの音声コーデックを1つ以上選択しま
す。ドラッグアンドドロップして、優先順位を変更します。

7. [AAddddiittiioonnaall ((追追加加))] で、追加のオプションを選択します。
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– UUDDPP--ttoo--TTCCPP sswwiittcchhiinngg ((UUDDPP かかららTTCCPPへへのの切切りり替替ええ)) - 通話でトランスポートプロ
トコルをUDP (User Datagram Protocol) からTCP (Transmission Control Protocol) に
一時的に切り替えることを許可するかどうかを選択します。切り替えるのはフラグ
メンテーションを避けるためであり、要求が200バイト以内または1300バイト以上
の最大転送ユニット (MTU) の場合に実行されます。

– AAllllooww vviiaa rreewwrriittee ((経経由由ののリリラライイトトをを許許可可)) - ルーターのパブリックIPアドレスでは
なく、ローカルIPアドレスを送信する場合に選択します。

– AAllllooww ccoonnttaacctt rreewwrriittee ((連連絡絡先先書書きき換換ええのの許許可可)) - ルーターのパブリックIPアドレス
ではなく、ローカルIPアドレスを送信する場合に選択します。

– RReeggiisstteerr wwiitthh sseerrvveerr eevveerryy ((ササーーババーーへへのの登登録録をを毎毎回回行行うう)) - 既存のSIPアカウント
で、デバイスをSIPサーバーに登録する頻度を設定します。

– DDTTMMFF ppaayyllooaadd ttyyppee ((DDTTMMFFのの積積載載タタイイププ)) - DTMFのデフォルトの積載タイプを変更
します。

8. [保保存存] をクリックします。

ササーーババーーをを介介ししててSSIIPPをを設設定定すするる ((PPBBXX))

ユーザーエージェントどうしがIPネットワーク内外で通信する場合は、PBXサーバーを使用しま
す。PBXプロバイダーによっては、設定に機能が追加される場合があります。

設定オプションの詳細については、SIPを参照してください。

1. PBXプロバイダーから以下の情報を入手してください。
– ユーザーID
– ドメイン
– パスワード
– 認証ID
– 呼び出し側ID
– レジストラ
– RTP開始ポート
2. 新しいアカウントを追加するには、[SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [SSIIPP] > [SSIIPP aaccccoouunnttss ((SSIIPPアアカカ
ウウンントト))] に移動し、[++ AAccccoouunntt ((++ アアカカウウンントト))] をクリックします。

3. PBXプロバイダーから受け取った詳細情報を入力します。
4. [RReeggiisstteerreedd ((登登録録済済みみ))] を選択します。
5. Transport mode (伝送モード)を選択します。
6. [保保存存] をクリックします。
7. ピアツーピアの場合と同じ方法でSIPを設定します。詳細については、ダイレクトSIP (P2P)
を設定する, on page 12 を参照してください。

イベントのルールを設定する

詳細については、「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

アアククシショョンンををトトリリガガーーすするる

1. [SSyysstteemm >> EEvveennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。このルールで
は、装置が特定のアクションを実行するタイミングを定義します。ルールは、スケジュー
ルや繰り返しとして設定することも、手動でトリガーするように設定することもできま
す。

2. [NNaammee ((名名前前))] に入力します。
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3. アクションをトリガーするために満たす必要がある [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] を選択します。
ルールに複数の条件を指定した場合は、すべての条件が満たされたときにアクションがト
リガーされます。

4. 条件が満たされたら実行するAAccttiioonn ((アアククシショョンン)) を選択します。

電電子子タタババココのの使使用用をを検検知知ししたたととききににビビデデオオをを録録画画すするる

以下の例では、空気質センサーが電子タバコの使用を検知すると、ネットワークストレージへビ
デオを録画する設定方法を説明します。

1. 空気質センサーのWebページで、 [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[SSttoorraaggee ((スス
トトレレーージジ))]] の順に移動し、ネットワークストレージが設定されていることを確認します。

2. [SSeettttiinnggss >> SSyysstteemm >> EEvveennttss ((設設定定 >>シシスステテムム>>イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加しま
す。以下の情報を入力します。
– 名名前前:ルールの名前を入力します。
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー)) >> VVaappiinngg oorr ssmmookkiinngg

ddeetteecctteedd ((電電子子タタババココままたたははタタババココのの喫喫煙煙をを検検知知))。
– AAccttiioonn ((アアククシショョンン))： RReeccoorrddiinnggss ((記記録録)) >> RReeccoorrdd vviiddeeoo ((ビビデデオオのの録録画画))。
– スストトレレーージジ:NNeettwwoorrkk ssttoorraaggee ((ネネッットトワワーーククスストトレレーージジ))。ネットワークストレー

ジが設定されていることを確認します。
– カカメメララ:カメラの表示エリアを選択します。
– SSttrreeaamm pprrooffiillee ((スストトリリーームムププロロフファァイイルル)):ストリームプロファイルを選択するか、

CCrreeaattee aa ssttrreeaamm pprrooffiillee ((スストトリリーームムププロロフファァイイルルをを新新規規作作成成)) します。
– PPrreebbuuffffeerr ((ププリリババッッフファァ)) とPPoossttbbuuffffeerr ((ポポスストトババッッフフ)):希望の値を設定します。

3. [保保存存] をクリックします。

CCOO22がが過過剰剰なな場場合合にに音音声声ククリリッッププをを再再生生すするる

この例は、CO2が過剰な場合に音声クリップを再生する方法を説明します。

ルルーールルをを作作成成すするる

1. Webページで、 [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]] > [[RRuulleess ((ルルーールル))]] > [[AAdddd aa rruullee ((ルルーールルをを追追加加))]] の
順に移動してルールを作成します。

2. 以下の情報を入力します。
– 名名前前:ルールの名前を入力します。
– 条条件件:AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー)) > AAiirr qquuaalliittyy oouuttssiiddee aacccceeppttaabbllee

rraannggee ((許許容容範範囲囲外外のの空空気気質質))
– SSeennssoorr ((セセンンササーー)): CCOO22
– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)): オオーーデディィオオククリリッッププのの再再生生
– CClliipp ((ククリリッッププ)): 音声クリップを選択します。

3. [保保存存] をクリックします。
CCOO22アアララーームム範範囲囲のの設設定定
• Webページで、[[AAiirr qquuaalliittyy mmoonniittoorr ((空空気気質質モモニニタターー))]] > [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[CCOO22]] の順
に移動します。

• [[MMIINN ((最最小小))]] と [[MMAAXX ((最最大大))]] のデータを入力し、CO2範囲を設定します。

PPIIRRセセンンササーー経経由由ででラライイトトととササイイレレンンをを作作動動ささせせるる

この例では、PIRセンサー経由でライトとサイレンを作動する方法を説明します。ライト (シグナリ
ングLED) とサイレンの位置については、製品概要, on page 27を参照してください。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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ライトとサイレンのプロファイルを作成する:

1. デバイスのWebページで、[[PPrrooffiilleess ((ププロロフファァイイルル))]] ＞ [[CCrreeaattee ((作作成成))]] の順に進みます。
2. 以下の情報を入力します。
– 名名前前:プロファイル1
– DDeessccrriippttiioonn ((説説明明)):プロファイルの説明を追加します。
– [LLiigghhtt ((照照明明))]:[[PPaatttteerrnn ((パパタターーンン))]]、[[SSppeeeedd ((速速度度))]]、[[IInntteennssiittyy ((明明るるささ))]]、[[CCoolloorr

((色色))]]、[[DDuurraattiioonn ((時時間間))]] を選択します。
– [SSiirreenn ((ササイイレレンン))]:[[PPaatttteerrnn ((パパタターーンン))]]、[[IInntteennssiittyy ((明明るるささ))]]、[[DDuurraattiioonn ((時時間間))]]

を選択します。

注
番号の高いプロファイルは優先度が高くなります。
– [PPrriioorriittyy ((優優先先度度))]:[[LLiigghhtt pprriioorriittyy ((ラライイトト優優先先度度))]] と [[SSiirreenn pprriioorriittyy ((ササイイレレンン優優先先

度度))]] を選択します。
イベントを作成する:

1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]] > [[RRuulleess ((ルルーールル))]] の順に移動し、ルールを追
加します。

2. 以下の情報を入力します。
– 名名前前:シグナリングLEDとサイレンを作動させる
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): PIRセンサー
– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)):ライトとサイレンのプロファイルを実行
– PPrrooffiillee ((ププロロフファァイイルル)):プロファイル1
– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)):開始

3. [保保存存] をクリックします。

アアララーームムががトトリリガガーーさされれたたととききににププロロフファァイイルルをを開開始始ししまますす

この例では、デジタル入力信号が変わったときにアラームをトリガーする方法について説明しま
す。

ポートの方向入力を設定する手順:

1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))]>[AAcccceessssoorriieess ((アアククセセササリリーー))]>[II//OO ppoorrttss ((II//OOポポーートト))] に移動しま
す。

2. [PPoorrtt 11 ((ポポーートト11))]>[NNoorrmmaall ssttaattee ((通通常常状状態態))] に進み、[CCiirrccuuiitt cclloosseedd ((閉閉回回路路))] をクリッ
クします。

ルールの作成:

1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))]>[EEvveennttss ((イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。
2. ルールの名前を入力します。
3. 条件の一覧で、[II//OO] > [DDiiggiittaall iinnppuutt iiss aaccttiivvee ((デデジジタタルル入入力力ががアアククテティィブブ))] を選択しま
す。

4. [PPoorrtt 11 ((ポポーートト11))] を選択します:
5. アクションのリストで、[RRuunn lliigghhtt aanndd ssiirreenn pprrooffiillee wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアア
ククテティィブブででああるる間間はは、、ラライイトトととササイイレレンンののププロロフファァイイルルをを実実行行))] を選択します。

6. [profile you want to start (開始するプロファイル)] を選択します。
7. [保保存存] をクリックします。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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SSIIPPをを介介ししたたププロロフファァイイルルのの開開始始

この例では、SIPを介してアラームをトリガーする方法について説明します。

SIPを有効にする:

1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [SSIIPP] > [SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))] に移動します。

2. [EEnnaabbllee SSIIPP ((SSIIPPのの有有効効化化))] と [AAllllooww iinnccoommiinngg ccaallllss ((着着信信呼呼びび出出ししをを許許可可))] を選択しま
す。

3. [保保存存] をクリックします。
ルールの作成:

1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))]>[EEvveennttss ((イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。
2. ルールの名前を入力します。
3. 条件のリストで、[CCaallll ((呼呼びび出出しし))]>[SSttaattee ((状状態態))] を選択します。
4. 状態のリストで、[AAccttiivvee ((アアククテティィブブ))] を選択します。
5. アクションのリストで、[RRuunn lliigghhtt aanndd ssiirreenn pprrooffiillee wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアア
ククテティィブブででああるる間間はは、、ラライイトトととササイイレレンンののププロロフファァイイルルをを実実行行))] を選択します。

6. [profile you want to start (開始するプロファイル)] を選択します。
7. [保保存存] をクリックします。

SSIIPP内内線線番番号号にによよるる複複数数ののププロロフファァイイルルのの制制御御

SIPを有効にする:

1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [SSIIPP] > [SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))] に移動します。

2. [EEnnaabbllee SSIIPP ((SSIIPPのの有有効効化化))] と [AAllllooww iinnccoommiinngg ccaallllss ((着着信信呼呼びび出出ししをを許許可可))] を選択しま
す。

3. [保保存存] をクリックします。
プロファイルを開始するルールを作成する:

1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))]>[EEvveennttss ((イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。
2. ルールの名前を入力します。
3. 条件のリストで、[CCaallll ((呼呼びび出出しし))] > [SSttaattee cchhaannggee ((状状態態変変更更))] を選択します。
4. 理由のリストで、[AAcccceepptteedd bbyy ddeevviiccee ((装装置置でで受受けけ入入れれ))] を選択します。

5. [CCaallll ddiirreeccttiioonn ((呼呼びび出出しし方方向向))] で [IInnccoommiinngg ((着着信信))] を選択します。

6. LLooccaall SSIIPP UURRIIに<<ssiippをを入入力力ししててくくだだささいい::[[EExxtt]]@@[[IIPP aaddddrreessss]]>> [Ext]はプロファイルで使用
する内線番号、[IP address]はデバイスのIPアドレスです。たとえば、
ssiipp::11000011@@119922..116688..00..9900とします。

7. アクションのリストで、[LLiigghhtt aanndd SSiirreenn ((ラライイトトととササイイレレンン))] > [RRuunn lliigghhtt aanndd ssiirreenn
pprrooffiillee ((ラライイトトととササイイレレンンののププロロフファァイイルルをを実実行行))] の順に選択します。

8. [profile you want to start (開始するプロファイル)] を選択します。
9. アクション [SSttaarrtt ((開開始始))] を選択します。
10. [保保存存] をクリックします。

プロファイルを停止するルールを作成する:

1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))]>[EEvveennttss ((イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。
2. ルールの名前を入力します。
3. 条件のリストで、[CCaallll ((呼呼びび出出しし))] > [SSttaattee cchhaannggee ((状状態態変変更更))] を選択します。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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4. 理由のリストで、[TTeerrmmiinnaatteedd ((終終了了ししたた))] を選択します。
5. [CCaallll ddiirreeccttiioonn ((呼呼びび出出しし方方向向))] で [IInnccoommiinngg ((着着信信))] を選択します。

6. [LLooccaall SSIIPP UURRII] にssiipp::[[EExxtt]]@@[[IIPP aaddddrreessss]] と入力します。[Ext] はプロファイルに使用する内
線番号で、[IP address] は装置のアドレスです。たとえば、ssiipp::11000011@@119922..116688..00..9900としま
す。

7. アクションのリストで、[LLiigghhtt aanndd SSiirreenn ((ラライイトトととササイイレレンン))] > [RRuunn lliigghhtt aanndd ssiirreenn
pprrooffiillee ((ラライイトトととササイイレレンンののププロロフファァイイルルをを実実行行))] の順に選択します。

8. 停止するプロファイルを選択します。
9. アクション [SSttoopp ((停停止止))] を選択します。
10. [保保存存] をクリックします。

この手順を繰り返して、SIPで制御する各プロファイルの開始と停止のルールを作成します。

優優先先度度がが異異ななるる22つつののププロロフファァイイルルをを実実行行すするる

優先度が異なる2つのプロファイルを実行すると、優先度の数字が高い番号のプロファイルが優先
度の数字が低い番号のプロファイルに割り込みます。

注
同じ優先度の2つのプロファイルを実行した場合、最新のプロファイルによって前のプロファイ
ルがキャンセルされます。

この例では、デジタルI/Oポートによってトリガーされたときに、優先度4のプロファイルを優先度
3のプロファイルよりも先に表示するように設定する方法について説明します。

プロファイルの作成:

1. 優先度3のプロファイルを作成します。
2. 優先度4の別のプロファイルを作成します。

ルールの作成:

1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))]>[EEvveennttss ((イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。
2. ルールの名前を入力します。
3. 条件の一覧で、[II//OO] > [DDiiggiittaall iinnppuutt iiss aaccttiivvee ((デデジジタタルル入入力力ががアアククテティィブブ))] を選択しま
す。

4. [port (ポート)] を選択します。
5. アクションのリストで、[RRuunn lliigghhtt aanndd ssiirreenn pprrooffiillee wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアア
ククテティィブブででああるる間間はは、、ラライイトトととササイイレレンンののププロロフファァイイルルをを実実行行))] を選択します。

6. [the profile that has the highest priority number (優先度の数字が最も高いプロファイル)] を
選択します。

7. [保保存存] をクリックします。
8. [PPrrooffiilleess ((ププロロフファァイイルル))] に移動し、優先度の数字が最も低い番号のプロファイルを開始し
ます。

カカメメララがが動動ききをを検検知知すするるとと、、HHTTTTPP ppoossttをを使使用用ししててラライイトトととササイイレレンンののププロロフファァイイルルをを
有有効効ににすするる

この例では、空気質センサーにカメラを接続する方法と、カメラにインストールされているアプ
リケーションAXIS Motion Guardが動きを検知すると、空気質センサーのライトとサイレンのプロ
ファイルを有効にする方法について説明します。

開始する前に、以下をご確認ください。
• 空気質センサーのオペレーター、または管理者のロールを持つ新しいユーザーを作成しま
す。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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• 名前を“Light and siren profile”として、空気質センサーのプロファイルを作成します。

• カメラでAXIS Motion Guardを設定し、「カメラプロファイル」というプロファイルを作成
します。

• バージョン10.8.0以降のファームウェアでAXIS Device Assistantを使用してください。
カメラで送信先を作成する手順:
1. カメラの装置インターフェースで [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RReecciippiieennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>
送送信信先先))] に移動し、送信先を追加します。

2. 以下の情報を入力します。
– NNaammee ((名名前前)): 空気質センサー
– TTyyppee ((タタイイププ)): HHTTTTPP
– UURRLL: http://<IPaddress>/axis-cgi/siren_and_light.cgi

<IPアドレス>を空気質センサーのアドレスに置き換えます。
– これは新しく作成された空気質センサーのユーザー名とパスワードです。

3. [TTeesstt ((テテスストト))] をクリックして、すべてのデータが有効であることを確認します。
4. [保保存存] をクリックします。

カメラに2つのルールを作成する:
1. [RRuulleess ((ルルーールル))] に移動し、ルールを追加します。
2. 以下の情報を入力します。
– 名名前前:空気質センサーを動きの検知で起動する
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): [[AApppplliiccaattiioonnss ((アアププリリケケーーシショョンン))]] >> [[MMoottiioonn GGuuaarrdd:: CCaammeerraa

pprrooffiillee ((MMoottiioonn GGuuaarrdd:: カカメメララププロロフファァイイルル))]]
– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)): NNoottiiffiiccaattiioonnss >> SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn tthhrroouugghh HHTTTTPP ((通通知知 >>

HHTTTTPPでで通通知知をを送送信信すするる))
– RReecciippiieenntt ((送送信信先先)): 空空気気質質セセンンササーー。

この情報は、[EEvveennttss >> RReecciippiieennttss >> NNaammee ((イイベベンントト >>送送信信先先>>名名前前))] で入力し
た情報と同じである必要があります。

– MMeetthhoodd ((メメソソッッドド)): PPoosstt
– BBooddyy ((本本文文)):
{ "apiVersion": "1.0", "method": "start", "params": {
"profile" : "Light and siren profile" } }

空気質センサーのプロファイルを作成したときと同じ情報を [pprrooffiillee ((ププロロフファァイイルル)) :: <<>>] に入力
してください。この場合は“Light and siren profile”です。
3. [保保存存] をクリックします。
4. 次の情報を含む別のルールを追加します。
– 名名前前:空気質センサーを動きの検知で解除する
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): [[AApppplliiccaattiioonnss ((アアププリリケケーーシショョンン))]] >> [[MMoottiioonn GGuuaarrdd:: CCaammeerraa

pprrooffiillee ((MMoottiioonn GGuuaarrdd:: カカメメララププロロフファァイイルル))]]
– [IInnvveerrtt tthhiiss ccoonnddiittiioonn ((ここのの条条件件をを逆逆ににすするる))] を選択します。
– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)): NNoottiiffiiccaattiioonnss >> SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn tthhrroouugghh HHTTTTPP ((通通知知 >>

HHTTTTPPでで通通知知をを送送信信すするる))
– RReecciippiieenntt ((送送信信先先)): 空空気気質質セセンンササーー

この情報は、[EEvveennttss >> RReecciippiieennttss >> NNaammee ((イイベベンントト >>送送信信先先>>名名前前))] で入力し
た情報と同じである必要があります。

– MMeetthhoodd ((メメソソッッドド)): PPoosstt
– BBooddyy ((本本文文)):

{ "apiVersion": "1.0", "method": "stop", "params": { "profile" : "Light and siren
profile" } }
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空気質センサーのプロファイルを作成したときと同じ情報を [pprrooffiillee ((ププロロフファァイイルル)) :: <<>>] に入力
してください。この場合は“Light and siren profile”です。
5. [保保存存] をクリックします。

カカメメララがが動動ききをを検検知知すするるとと、、仮仮想想入入力力をを使使用用ししててラライイトトととササイイレレンンののププロロフファァイイルルをを
有有効効ににすするる

この例では、空気質センサーにカメラを接続する方法と、カメラにインストールされているアプ
リケーションAXIS Motion Guardが動きを検知すると、空気質センサーのライトとサイレンのプロ
ファイルを有効にする方法について説明します。

開始する前に、以下をご確認ください。
• 空気質センサーでオペレーター、または管理者権限を持つ新しいアカウントを作成しま
す。

• 空気質センサーのプロファイルを作成します。プロファイルを参照してください。
• カメラでAXIS Motion Guardを設定し、「カメラプロファイル」というプロファイルを作成
します。

カメラで2人の送信先を作成する:
1. カメラの装置インターフェースで [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RReecciippiieennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>
送送信信先先))] に移動し、送信先を追加します。

2. 以下の情報を入力します。
– 名名前前:Activate virtual port (仮想ポートのアクティブ化)
– TTyyppee ((タタイイププ)): HHTTTTPP
– UURRLL: http://<IPaddress>/axis-cgi/virtualinput/activate.cgi

<IPアドレス>を空気質センサーのアドレスに置き換えます。
– これは新しく作成された空気質センサーのアカウントとパスワードです。

3. [TTeesstt ((テテスストト))] をクリックして、すべてのデータが有効であることを確認します。
4. [保保存存] をクリックします。
5. 次の情報を含む2番目の送信先を追加します。
– 名名前前:仮想ポートの非アクティブ化
– TTyyppee ((タタイイププ)): HHTTTTPP
– UURRLL: http://<IPaddress>/axis-cgi/virtualinput/deactivate.cgi

<IPアドレス>を空気質センサーのアドレスに置き換えます。
– これは新しく作成された空気質センサーのアカウントとパスワードです。

6. [TTeesstt ((テテスストト))] をクリックして、すべてのデータが有効であることを確認します。
7. [保保存存] をクリックします。

カメラに2つのルールを作成する:
1. [RRuulleess ((ルルーールル))] に移動し、ルールを追加します。
2. 以下の情報を入力します。
– 名名前前:仮想IO1のアクティブ化
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): [[AApppplliiccaattiioonnss ((アアププリリケケーーシショョンン))]] >> [[MMoottiioonn GGuuaarrdd:: CCaammeerraa

pprrooffiillee ((MMoottiioonn GGuuaarrdd:: カカメメララププロロフファァイイルル))]]
– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)): NNoottiiffiiccaattiioonnss >> SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn tthhrroouugghh HHTTTTPP ((通通知知 >>

HHTTTTPPでで通通知知をを送送信信すするる))
– RReecciippiieenntt ((送送信信先先)): AAccttiivvaattee vviirrttuuaall ppoorrtt ((仮仮想想ポポーートトののアアククテティィブブ化化))
– QQuueerryy ssttrriinngg ssuuffffiixx ((ククエエリリ文文字字列列ののササフフィィッッククスス)): schemaversion=1&port=1

3. [保保存存] をクリックします。
4. 次の情報を含む別のルールを追加します。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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– 名名前前:仮想IO1の非アクティブ化
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): [[AApppplliiccaattiioonnss ((アアププリリケケーーシショョンン))]] >> [[MMoottiioonn GGuuaarrdd:: CCaammeerraa

pprrooffiillee ((MMoottiioonn GGuuaarrdd:: カカメメララププロロフファァイイルル))]]
– [IInnvveerrtt tthhiiss ccoonnddiittiioonn ((ここのの条条件件をを逆逆ににすするる))] を選択します。
– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)): NNoottiiffiiccaattiioonnss >> SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn tthhrroouugghh HHTTTTPP ((通通知知 >>

HHTTTTPPでで通通知知をを送送信信すするる))
– RReecciippiieenntt ((送送信信先先)): 仮仮想想ポポーートトのの非非アアククテティィブブ化化
– QQuueerryy ssttrriinngg ssuuffffiixx ((ククエエリリ文文字字列列ののササフフィィッッククスス)): schemaversion=1&port=1

5. [保保存存] をクリックします。
空気質センサーのルールを作成する:
1. 空気質センサーのWebインターフェースで、[[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]] に
移動し、ルールを追加します。

2. 以下の情報を入力します。
– 名名前前:仮想入力1のトリガー
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): [[II//OO]] >> [[VViirrttuuaall iinnppuutt iiss aaccttiivvee ((仮仮想想入入力力有有効効))]]
– ポポーートト: 11
– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)): LLiigghhtt aanndd ssiirreenn >> RRuunn lliigghhtt aanndd ssiirreenn pprrooffiillee wwhhiillee tthhee rruullee

iiss aaccttiivvee ((ラライイトトととササイイレレンン >>ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間はは、、ラライイトトととササイイレレ
ンンののププロロフファァイイルルをを実実行行))

– PPrrooffiillee ((ププロロフファァイイルル)):新しく作成したプロファイルを選択します。
3. [保保存存] をクリックします。

カカメメララがが動動ききをを検検知知すするるとと、、MMQQTTTT経経由由ででラライイトトととササイイレレンンののププロロフファァイイルルをを有有効効ににすす
るる

この例では、カメラを空気質センサーに接続する方法と、カメラが動きを検知すると空気質セン
サーのライトとサイレンのプロファイルを有効にする方法を説明します。

開始する前に、以下をご確認ください。
• 空気質センサーのプロファイルを作成します。
• MQTTブローカーを設定し、ブローカーのIPアドレス、ユーザー名、パスワードを取得しま
す。

• 動体検知アプリケーションが設定済みでカメラで実行中であることを確認してください。
カメラでMQTTクライアントを設定する:
1. カメラのWebインターフェースで、[SSyysstteemm >> MMQQTTTT >> MMQQTTTT cclliieenntt >> BBrrookkeerr ((シシスステテムム>>
MMQQTTTT >> MMQQTTTTククラライイアアンントト >>ブブロローーカカーー)) ] にアクセスし、以下の情報を入力します。
– [[ホホスストト]]:ブローカーIPアドレス
– CClliieenntt IIDD ((ククラライイアアンントトIIDD))：例: カメラ1
– PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル)):ブローカーが設定したプロトコル
– ポポーートト:ブローカーが使用するポート番号
– ブローカーのUUsseerrnnaammee ((ユユーーザザーー名名)) と PPaasssswwoorrdd ((パパススワワーードド))

2. [ SSaavvee ((保保存存)) ]をクリックし、[ CCoonnnneecctt ((接接続続)) ]をクリックします。
カメラにMQTTパブリッシングの2つのルールを作成する:
1. [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RRuulleess ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>ルルーールル))] に移動し、ルールを追加しま
す。

2. 以下の情報を入力します。
– 名名前前:動体を検知しました
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– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): AApppplliiccaattiioonnss >> MMoottiioonn aallaarrmm ((アアププリリケケーーシショョンン >>モモーーシショョンン
アアララーームム))

– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)):[[MMQQTTTT]] >> [[SSeenndd MMQQTTTT ppuubblliisshh mmeessssaaggee ((MMQQTTTT公公開開メメッッ
セセーージジをを送送信信))]]

– TTooppiicc ((トトピピッックク)):動き
– PPaayyllooaadd ((ペペイイロローードド)):オン
– QQooSS:0、1、または2

3. [保保存存] をクリックします。
4. 次の情報を含む別のルールを追加します。
– 名名前前:動きなし
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)): AApppplliiccaattiioonnss >> MMoottiioonn aallaarrmm ((アアププリリケケーーシショョンン >>モモーーシショョンン

アアララーームム))
– [IInnvveerrtt tthhiiss ccoonnddiittiioonn ((ここのの条条件件をを逆逆ににすするる))] を選択します。

– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)):[[MMQQTTTT]] >> [[SSeenndd MMQQTTTT ppuubblliisshh mmeessssaaggee ((MMQQTTTT公公開開メメッッ
セセーージジをを送送信信))]]

– TTooppiicc ((トトピピッックク)):動き
– PPaayyllooaadd ((ペペイイロローードド)):オフ
– QQooSS:0、1、または2

5. [保保存存] をクリックします。
空気質センサーにMQTTクライアントを設定する:
1. 空気質センサーのWebインターフェースで、[[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[MMQQTTTT]] >> [[MMQQTTTT
cclliieenntt ((MMQQTTTTククラライイアアンントト))]] >> [[BBrrookkeerr ((ブブロローーカカーー))]] の順に移動して、以下の情報を入力
します。
– [[ホホスストト]]:ブローカーIPアドレス
– CClliieenntt IIDD ((ククラライイアアンントトIIDD))：サイレン1
– PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル)):ブローカーが設定したプロトコル
– ポポーートト:ブローカーが使用するポート番号
– UUsseerrnnaammee ((ユユーーザザーー名名)) と PPaasssswwoorrdd ((パパススワワーードド))

2. [ SSaavvee ((保保存存)) ]をクリックし、[ CCoonnnneecctt ((接接続続)) ]をクリックします。
3. [MMQQTTTT ssuubbssccrriippttiioonnss ((MMQQTTTTササブブススククリリププシショョンン))] に移動し、サブスクリプションを追加
します。
以下の情報を入力します。
– ササブブススククリリププシショョンンフフィィルルタターー:動き
– ササブブススククリリププシショョンンのの種種類類:ステートフル
– QQooSS:0、1、または2

4. [保保存存] をクリックします。
MQTTサブスクリプションについて空気質センサーのルールを作成する:
1. [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RRuulleess ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>ルルーールル))] に移動し、ルールを追加しま
す。

2. 以下の情報を入力します。
– 名名前前:動体を検知しました
– CCoonnddiittiioonn ((条条件件)):[[MMQQTTTT]] >> [[SSttaatteeffuull ((スステテーートトフフルル))]]
– ササブブススククリリププシショョンンフフィィルルタターー: 動動きき
– PPaayyllooaadd ((ペペイイロローードド)):オン
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– AAccttiioonn ((アアククシショョンン)): LLiigghhtt aanndd ssiirreenn >> RRuunn lliigghhtt aanndd ssiirreenn pprrooffiillee wwhhiillee tthhee rruullee
iiss aaccttiivvee ((ラライイトトととササイイレレンン >>ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間はは、、ラライイトトととササイイレレ
ンンののププロロフファァイイルルをを実実行行))

– PPrrooffiillee ((ププロロフファァイイルル)):アクティブにするプロファイルを選択します。
3. [保保存存] をクリックします。

ススピピーーカカーーテテスストトがが失失敗敗ししたた場場合合にに電電子子メメーールルをを送送信信すするる

この例では、音声デバイスは、スピーカーテストが失敗したときに定義済みの送信先に電子メー
ルを送信するように設定されています。スピーカーテストは、毎日18:00に実行するように設定さ
れています。

1. スピーカーテストのスケジュールを設定する方法:
1.1. [device interface (デバイスインターフェース)] > [SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [EEvveennttss ((イイ

ベベンントト))] > [SScchheedduulleess ((ススケケジジュューールル))] に移動します。
1.2. 毎日 18:00 に開始し、18:01 に終了するスケジュールを作成します。「毎日午後6

時」と名付けます。
2. 電子メールの送信先を作成する:
2.1. [device interface > SSyysstteemm > EEvveennttss > RReecciippiieennttss (デバイスインターフェース>シ

ステム>イベント >送信先)] に移動します。
2.2. [AAdddd RReecciippiieenntt ((送送信信先先のの追追加加))] をクリックします。
2.3. 送信先に「スピーカーテストの送信先」と名前を付けます
2.4. [TTyyppee ((タタイイププ))] 配下で [EEmmaaiill ((電電子子メメーールル))] を選択します。
2.5. [SSeenndd eemmaaiill ttoo ((電電子子メメーールルのの送送信信先先))] で、送信先のメールアドレスを入力しま

す。複数のアドレスを指定する場合は、カンマで区切ります。
2.6. 送信者の電子メールアカウントの詳細を入力します。
2.7. [TTeesstt ((テテスストト))] をクリックして、テストメールを送信します。

注
一部の電子メールプロバイダーは、大量の添付ファイルの受信や表示を防止したり、スケ
ジュールにしたがって送信された電子メールなどの受信を防止するセキュリティフィルターを
備えています。電子メールプロバイダーのセキュリティポリシーを確認して、メールの送信の
問題が発生したり、電子メールアカウントがロックされたりしないようにしてください。
2.8. [保保存存] をクリックします。

3. 自動スピーカーテストを設定します:
3.1. [device interface > SSyysstteemm > EEvveennttss > RRuulleess (デバイスインターフェース >システ

ム >イベント>ルール)] に移動します。
3.2. [AAdddd aa rruullee ((ルルーールルのの追追加加))] をクリックします。
3.3. アクションルールの名前を入力します。
3.4. [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] で [SScchheedduullee ((ススケケジジュューールル))] を選択し、トリガーリストから選

択します。
3.5. [SScchheedduullee ((ススケケジジュューールル))] でスケジュールを選択します (「毎日午後6時」)。
3.6. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] で [RRuunn aauuttoommaattiicc ssppeeaakkeerr tteesstt ((自自動動ススピピーーカカーーテテスストトのの

実実行行))] を選択します。
3.7. [保保存存] をクリックします。

4. スピーカーテストが失敗した場合に電子メールを送信する条件を設定します:
4.1. [device interface > SSyysstteemm > EEvveennttss > RRuulleess (デバイスインターフェース >システ

ム >イベント>ルール)] に移動します。
4.2. [AAdddd aa rruullee ((ルルーールルのの追追加加))] をクリックします。
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4.3. アクションルールの名前を入力します。
4.4. [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] で [SSppeeaakkeerr tteesstt rreessuulltt ((ススピピーーカカーーテテスストトのの結結果果))] を選択しま

す。
4.5. [SSppeeaakkeerr tteesstt ssttaattuuss ((ススピピーーカカーーテテスストトののスステテーータタスス))] で、[DDiiddnn''tt ppaassss tthhee tteesstt

((テテスストトにに不不合合格格))] を選択します。
4.6. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] で [SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn ttoo eemmaaiill ((電電子子メメーールルでで通通知知をを送送信信すす

るる))] を選択します。
4.7. [RReecciippiieenntt ((送送信信先先))] で、送信先を選択します (「スピーカーテストの送信先」)
4.8. 件名とメッセージを入力し、[SSaavvee ((保保存存))] をクリックします。

アアララーームムトトリリガガーー時時ににカカススタタムムククリリッッププをを再再生生すするる

この例では、デジタル音声入力信号が変化したときにカスタムオーディオファイルをトリガーす
る方法を説明します。

音声ファイルのアップロード:

1. [MMeeddiiaa ((メメデディィアア))] に移動し、[ AAdddd ((追追加加))] をクリックします。
2. クリックしてコンピューターから音声ファイルを選択します。
3. [SSttoorraaggee llooccaattiioonn ((保保存存先先))]を選択します。
4. [保保存存] をクリックします。

音声ファイルでプロファイルを作成する:

1. [PPrrooffiilleess ((ププロロフファァイイルル))] に移動し、[ CCrreeaattee ((作作成成))] をクリックします。
2. NNaammee と入力し、プロファイルのライトパターンを選択します。
3. サイレンセクションで、アップロードされた音声ファイルを選択します。
4. [IInntteennssiittyy ((強強ささ))] と[IInntteennssiittyy ((持持続続時時間間))] を選択します。
5. [保保存存] をクリックします。

ポートの方向入力を設定する手順:
1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))]>[AAcccceessssoorriieess ((アアククセセササリリーー))]>[II//OO ppoorrttss ((II//OOポポーートト))] に移動しま
す。

2. [PPoorrtt 11 ((ポポーートト11))]>[NNoorrmmaall ssttaattee ((通通常常状状態態))] に進み、[CCiirrccuuiitt cclloosseedd ((閉閉回回路路))] をクリッ
クします。

ルールの作成:
1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))]>[EEvveennttss ((イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。
2. アクションルールの名前を入力します。
3. 条件の一覧で、[II//OO>>]] [[DDiiggiittaall iinnppuutt iiss aaccttiivvee ((デデジジタタルル入入力力ががアアククテティィブブ))] を選択しま
す。

4. [PPoorrtt 11 ((ポポーートト11))] を選択します:
5. アクションのリストで、[RRuunn lliigghhtt aanndd ssiirreenn pprrooffiillee wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアア
ククテティィブブででああるる間間はは、、ラライイトトととササイイレレンンののププロロフファァイイルルをを実実行行))] を選択します。

6. アップロードした音声ファイルを含むプロファイルを選択します。
7. [保保存存] をクリックします。

DDTTMMFFでで音音声声をを停停止止すするる

この例では、次の方法について説明します。
• デバイスでDTMFを設定する。

AXIS D6310 Air Quality Sensor



24

• DTMFコマンドがデバイスに送信されたときに音声を停止するイベントを設定する
1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [SSIIPP] > [SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))] に移動します。

2. [EEnnaabbllee SSIIPP ((SSIIPPのの有有効効化化))] がオンになっていることを確認します。
オンにする必要がある場合は、必ず [SSaavvee ((保保存存))] をクリックしてください。

3. SSIIPP aaccccoouunnttss ((SSIIPPののアアカカウウンントト))に移動します。

4. SIPアカウントの横にある > [[EEddiitt ((編編集集))]]をクリックします。
5. [DDTTMMFF] で [++ DDTTMMFFシシーーケケンンスス] をクリックします。
6. [シシーーケケンンスス] に「1」を入力します。
7. [DDeessccrriippttiioonn ((説説明明))] に「音声の停止」と入力します。
8. [保保存存] をクリックします。
9. [SSyysstteemm > EEvveennttss > RRuulleess (システム >イベント>ルール)] に移動し、[++ AAdddd aa rruullee ((ルルーー
ルルのの追追加加))] をクリックします。

10. [NNaammee ((名名前前))] に「DTMF stop audio (DTMF音声の停止)」と入力します。
11. [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] で [DDTTMMFF] を選択します。
12. [DDTTMMFFイイベベンントトIIDD] で [音音声声のの停停止止] を選択します。
13. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] で [SSttoopp ppllaayyiinngg aauuddiioo cclliipp ((オオーーデディィオオククリリッッププのの再再生生をを停停止止))]
を選択します。

14. [保保存存] をクリックします。

着着信信SSIIPP呼呼びび出出ししのの音音声声のの設設定定

SIP呼び出しの受信時に音声クリップを再生するルールを設定できます。

音声クリップの終了後にSIP呼び出しに自動的に応答する追加ルールを設定することもできます。
このルールは、アラームオペレーターが音声デバイスの近くの人に注意を促し、通信回線を確立
したい場合に便利です。この操作は、音声デバイスにSIP呼び出しを行い、音声デバイスで音声ク
リップを再生してデバイスの近くの人に警告することで行われます。音声クリップの再生が停止
すると、SIP呼び出しは音声デバイスによって自動的に応答され、アラームオペレーターと音声デ
バイスの近くの人の間の通信が行われます。

SIP設定を有効にする:
1. WebブラウザでIPアドレスを入力して、スピーカーのデバイスインターフェースに移動し
ます。

2. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] > [[SSIIPP]] > [[SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))]]に移動し、[[EEnnaabbllee SSIIPP ((SSIIPPのの有有効効
化化))]]]]を選択します。

3. デバイスでの着信呼び出しの受信を許可するには、[[AAllllooww iinnccoommiinngg ccaallllss ((着着信信呼呼びび出出しし
をを許許可可))]]を選択します。

4. [[SSaavvee ((保保存存))]]をクリックします。
5. [[SSIIPP aaccccoouunnttss ((SSIIPPののアアカカウウンントト))]]に移動します。

6. SIPアカウントの横にある > [[EEddiitt ((編編集集))]]をクリックします。
7. [AAnnsswweerr aauuttoommaattiiccaallllyy ((自自動動応応答答))] のチェックを外します。

SIP呼び出しの受信時に音声を再生する:
1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]] >> [[RRuulleess ((ルルーールル))]]に移動し
て値を追加します。

2. ルールの名前を入力します。
3. 条件の一覧で[[SSttaattee ((状状態態))]]を選択します。
4. 状態の一覧で、[RRiinnggiinngg ((呼呼びび出出しし中中))] を選択します。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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5. アクションのリストで[[PPllaayy aauuddiioo cclliipp ((音音声声ククリリッッププのの再再生生))]]を選択します。

6. クリップのリストで、再生する音声クリップを選択します。
7. 音声クリップを繰り返す回数を選択します。0は「1回再生」を意味します。
8. [[SSaavvee ((保保存存))]]をクリックします。

音声クリップの終了後、SIP呼び出しに自動的に応答する:
1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]] >> [[RRuulleess ((ルルーールル))]]に移動し
て値を追加します。

2. ルールの名前を入力します。
3. 条件の一覧で[[AAuuddiioo cclliipp ppllaayyiinngg ((音音声声ククリリッッププをを再再生生中中))]]を選択します。

4. [UUssee tthhiiss ccoonnddiittiioonn aass aa ttrriiggggeerr ((ここのの条条件件ををトトリリガガーーととししてて使使用用すするる))]] ををオオンンににししまま
すす。。

5. [IInnvveerrtt tthhiiss ccoonnddiittiioonn ((ここのの条条件件をを逆逆ににすするる))] をオンにします。
6. [++ AAdddd aa ccoonnddiittiioonn ((++ 条条件件のの追追加加))] をクリックして、イベントに2つ目の条件を追加しま
す。

7. 条件の一覧で[[SSttaattee ((状状態態))]]を選択します。
8. 状態の一覧で、[RRiinnggiinngg ((呼呼びび出出しし中中))] を選択します。

9. アクションの一覧で[[AAnnsswweerr CCaallll ((呼呼びび出出ししにに応応答答すするる))]]を選択します。
10. [[SSaavvee ((保保存存))]]をクリックします。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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webインターフェース

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースで利用可能なすべての機能と設定については、AXIS
OSウェブインターフェースのヘルプを参照してください。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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仕様

製品概要

1 ステータスLEDインジケーター
2 コントロールボタン
3 マイクスイッチ
4 I/Oコネクター
5 RS-485コネクター
6 ネットワークコネクタ (PoE出力)
7 ネットワークコネクタ (PoE入力)

1 PIRセンサー
2 シグナリングLED
3 スピーカー
4 内蔵マイク

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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ステータスLED

スステテーータタススLLEEDD 説説明明

消灯 正常動作の場合消灯します。

緑 起動完了後、通常の操作では10秒間点灯しま
す。

オレンジ 起動時に点灯し、装置のソフトウェアのアップ
グレード中、または工場出荷時の設定にリセッ
ト中に点滅します。

オレンジ/赤 ネットワーク接続が利用できないか、失われた
場合は点滅します。

ボタン

ココンントトロローールルボボタタンン

コントロールボタンは、以下の用途で使用します。
• 製品を工場出荷時の設定にリセットする。工場出荷時の設定にリセットする, on page 33を
参照してください。

ママイイククススイイッッチチ

マイクロフォンスイッチの場所については、製品概要, on page 27を参照してください。

マイクロフォンスイッチを使用すると、マイクロフォンを機械的にオオンンまたはオオフフにできます。
工場出荷時の設定では、このスイッチはオオフフになっています。

コネクター

ネネッットトワワーーククココネネククタターー

入力:Power over Ethernet (PoE) 対応RJ45イーサネットコネクター

出力:Power over Ethernet (PoE) 対応RJ45イーサネットコネクター

II//OOココネネククタターー

I/Oコネクターに外部装置を接続し、動体検知、イベントトリガー、アラーム通知などと組み合わ
せて使用することができます。I/Oコネクターは、0 VDC基準点と電力 (12 V DC出力) に加えて、以
下のインターフェースを提供します。

デデジジタタルル入入力力 -- 開回路と閉回路の切り替えが可能な装置 (PIRセンサー、ドア/窓の接触、ガラス破
損検知器など) を接続するための入力です。

状状態態監監視視入入力力 -- デジタル入力のいたずらを検知する機能が有効になります。

デデジジタタルル出出力力 -- リレーやLEDなどの外部装置を接続します。接続された装置は、VAPIX®アプリケー
ションプログラミングインターフェースを通じたイベントまたは本装置のwebインターフェースか
ら有効にすることができます。

4ピンターミナルブロック

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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機機能能 ピピ
ンン

メメモモ 仕仕様様

DCアース 1 0 VDC

DC出力 2

補助装置の電源供給に使用できます。
注:このピンは、電源出力としてのみ使用できま
す。

12VDC
最大負荷= 25 mA

設定可能 (入
力または出
力)

3–4 デジタル入力/状態監視 –動作させるにはピン1に
接続し、動作させない場合はフロート状態 (未接
続) のままにします。状態監視を使用するには、終
端抵抗器を設置します。抵抗器を接続する方法に
ついては、接続図を参照してください。

0～30 VDC (最大)

デジタル出力 –アクティブ時はピン1 (DCアース)
に内部で接続し、非アクティブ時はフロート状態
(未接続) になります。リレーなどの誘導負荷とと
もに使用する場合は、過渡電圧から保護するため
に、負荷と並列にダイオードを接続します。

0～30 VDC (最大)、
オープンドレイン、
100 mA

例:

1 DCアース
2 DC出力12 V、最大25 mA
3 I/O (状態監視として設定)
4 I/O (出力として設定)

RRSS448855//RRSS442222ココネネククタターー

RS485/RS422シリアルインターフェース用2ピンターミナルブロック×2。シリアルポートの設定に
より、次のモードをサポート可能。

• 2ワイヤーRS485半二重
• 4ワイヤーRS485全二重
• 2ワイヤーRS422単方向
• 4ワイヤーRS422全二重ポイントツーポイント通信

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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機機能能 ピピンン メメモモ

RS485/RS422 RX/TX A 1 (RX) 全二重RS485/RS422用
(RX/TX) 半二重用 RS485RS485/RS422 RX/TX B 2

RS485/RS422 TX A 3 (TX) 全二重RS485/RS422用

RS485/RS422 TX B 4

ライトパターン名

オフ

点灯

代替

パルス

3つのステップでエスカレート

点滅

3回点滅

4回点滅

3回点滅して消える

4回点滅して消える

1回点滅

3回点滅

サイレンのパターン名

オフ

アラーム:高音アラーム

アラーム:低音アラーム

アラーム:鳥

アラーム:汽笛

アラーム:カーアラーム

アラーム:車のアラーム高速

アラーム:クラシック時計

アラーム:初回出席者

アラーム:ホラー

アラーム:工業

アラーム:単一ビープ音

アラーム:ソフトクアッドビープ音

アラーム:ソフトトリプルビープ音

アラーム:トリプルハイピッチ

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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通知:許可

通知:呼び出し中

通知:却下

通知:完了

通知:エントリ

通知:失敗

通知:急ぐ

通知:メッセージ

通知:次へ

通知:オープン

[Siren (サイレン)]:代替

[Siren (サイレン)]:弾む

[Siren (サイレン)]:救急

[Siren (サイレン)]:下降調

[Siren (サイレン)]:ホームソフト

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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装置を清掃する

装置はぬるま湯で洗浄できます。

注意
• 強力な化学薬品は装置を損傷する可能性があります。窓ガラス用洗剤やアセトンなどの化
学薬品を使用して装置をクリーニングしないでください。

1. 圧縮空気を使用すると、装置からほこりやごみを取り除くことができます。
2. 必要に応じて、ぬるま湯に浸した柔らかいマイクロファイバーの布で装置を清掃してくだ
さい。

3. シミを防ぐために、きれいな非研磨性の布で装置から水分を拭き取ってください。

注
• カバー (1) とドア (2) を取り外します。
• ブラシを使ってほこりを取り除きます。

1 カバー
2 ドア

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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トラブルシューティング

工場出荷時の設定にリセットする

重要
工場出荷時の設定へのリセットは慎重に行ってください。工場出荷時の設定へのリセットを行
うと、IPアドレスを含むすべての設定が工場出荷時の値にリセットされます。

本製品を工場出荷時の設定にリセットするには、以下の手順に従います。

装置のwebインターフェースを使用して、各種パラメーターを工場出荷時の設定に戻すこともでき
ます。[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス)) > FFaaccttoorryy ddeeffaauulltt ((工工場場出出荷荷時時のの設設定定))] に移動し、[DDeeffaauulltt
((デデフフォォルルトト))] をクリックします。

技術的な問題、ヒント、解決策

このページで解決策が見つからない場合は、axis.com/supportのトラブルシューティングセクショ
ンに記載されている方法を試してみてください。

AAXXIISS OOSSののアアッッププググレレーードド時時のの問問題題

AXIS OSのアップグレードに失敗す
る

アップグレードに失敗した場合、装置は前のバージョン
を再度読み込みます。最も一般的な理由は、AXIS OSの間
違ったファイルがアップロードされた場合です。装置に
対応したAXIS OSのファイル名であることを確認し、再試
行してください。

AXIS OSのアップグレード後の問題 アップグレード後に問題が発生する場合は、
[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))] ページから、以前にイン
ストールされたバージョンにロールバックします。

IIPPアアドドレレススのの設設定定でで問問題題がが発発生生すするる

デバイスが別のサブ
ネット上にある

デバイス用のIPアドレスと、デバイスへのアクセスに使用するコン
ピューターのIPアドレスが異なるサブネットにある場合は、IPアドレスを
設定することはできません。ネットワーク管理者に連絡して、適切なIP
アドレスを取得してください。

IPアドレスが別のデ
バイスで使用されて
いる

デバイスをネットワークから切断します。pingコマンドを実行します (コ
マンドウィンドウまたはDOSウィンドウで、pingコマンドとデバイスの
IPアドレスを入力します)。

• Reply from <IP address>: bytes=32; time=10...が表示さ
れた場合は、ネットワーク上の別のデバイスでそのIPアドレスが
すでに使われている可能性があります。ネットワーク管理者から
新しいIPアドレスを取得し、デバイスを再度インストールしてく
ださい。

• Request timed outが表示された場合は、AxisデバイスでそのIP
アドレスを使用できます。この場合は、すべてのケーブル配線を
チェックし、デバイスを再度インストールしてください。

同じサブネット上の
別のデバイスとIPア
ドレスが競合してい
る可能性がある

DHCPサーバーによって動的アドレスが設定される前は、Axisデバイスは
静的IPアドレスを使用します。つまり、デフォルトの静的IPアドレスが別
のデバイスでも使用されていると、デバイスへのアクセスに問題が発生
する可能性があります。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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ブブララウウザザーーかからら装装置置ににアアククセセススででききなないい

ログインできない HTTPSが有効になっているときは、ログインを試みるときに正しいプロ
トコル (HTTPまたはHTTPS) を使用していることを確認してください。場
合によっては、ブラウザーのアドレスフィールドに手動でhttpまたは
httpsを入力する必要があります。

rootアカウントのパスワードを忘れた場合は、装置を工場出荷時の設定
にリセットする必要があります。工場出荷時の設定にリセットする, on
page 33を参照してください。

DHCPによってIPアド
レスが変更された

DHCPサーバーから取得したIPアドレスは動的なアドレスであり、変更さ
れることがあります。IPアドレスが変更された場合は、AXIS IP Utilityまた
はAXIS Device Managerを使用してデバイスのネットワーク上の場所を特
定してください。デバイスのモデルまたはシリアル番号、あるいはDNS
名 (設定されている場合) を使用してデバイスを識別します。

必要に応じて、静的IPアドレスを手動で割り当てることができます。手
順については、axis.com/supportにアクセスしてください。

IEEE 802.1X使用時の
証明書エラー

認証を正しく行うには、Axisデバイスの日付と時刻をNTPサーバーと同期
させなければなりません。[SSyysstteemm ((シシスステテムム)) >> DDaattee aanndd ttiimmee ((日日付付とと
時時刻刻))] に移動します。

装装置置ににロローーカカルルににアアククセセススででききるるがが、、外外部部かかららアアククセセススででききなないい

装置に外部からアクセスする場合は、以下のいずれかのWindows®向けアプリケーションを使用
することをお勧めします。

• AXIS Camera Station Edge：無料で使用でき、最小限の監視が必要な小規模システムに最
適です。

• AXIS Camera Station 5:30日間の試用版を無料で使用でき、中小規模のシステムに最適で
す。

• AXIS Camera Station Pro:90日間の試用版を無料で使用でき、中小規模のシステムに最適
です。

手順とダウンロードについては、axis.com/vmsにアクセスしてください。

MMQQTTTTオオーーババSSSSLLをを使使用用ししててポポーートト88888833経経由由でで接接続続ででききなないい

ファイアウォールに
よって、ポート8883
が安全ではないと判
断されたため、ポー
ト8883を使用するト
ラフィックがブロッ
クされています。

場合によっては、サーバー/ブローカーによってMQTT通信用に特定の
ポートが提供されていない可能性があります。この場合でも、HTTP/
HTTPSトラフィックに通常使用されるポート経由でMQTTを使用できる可
能性があります。

• サーバー/ブローカーが、通常はポート443経由で、
WebSocket/WebSocket Secure (WS/WSS) をサポートしている場合
は、代わりにこのプロトコルを使用してください。
サーバー/ブローカープロバイダーに問い合わせて、WS/WSSがサ
ポートされているかどうか、どのポートと基本パスを使用するか
を確認してください。

• サーバー/ブローカーがALPNをサポートしている場合、MQTTの使
用は443などのオープンポートでネゴシエートできます。ALPNの
サポートの有無、使用するALPNプロトコルとポートについては、
サーバー/ブローカーのプロバイダーに確認してください。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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別別のの製製品品にに接接続続ししたた後後、、デデババイイススがが起起動動ししなないい

PoEクラスが誤って
いる

デバイスを別の製品に接続した場合、PoEクラス4の電源が使用されてい
ることを確認してください。

セセンンササーーデデーータタがが正正確確ででなないい

センサーデータが不
正確である

AQI (大気質指数)、CO2、VOC、NOxが機能するまでには時間がかかりま
す。 装置の初起動時のキャリブレーション, on page 9を参照してくださ
い。

パフォーマンスに関する一般的な検討事項

考慮すべき最も重要な要因:

• 貧弱なインフラによるネットワークの使用率が高いと帯域幅に影響します。

サポートに問い合わせる

さらにサポートが必要な場合は、axis.com/supportにアクセスしてください。

AXIS D6310 Air Quality Sensor
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サイバーセキュリティ

サイバーセキュリティは、リスクを最小限に抑えながら、健全な製品ライフサイクルを支援しま
す。当社のサイバーセキュリティへの取り組みに関する詳細や文書は、axis.com/about-axis/
cybersecurityで確認できます。以下のサイバーセキュリティガイドラインに従って、Axisから製品
に関するセキュリティ通知を受け取り、安全なライフサイクルと利用停止を確保するために製品
を設定してください。

Axis Trust Centerでは、Axisが実施するセキュリティコンプライアンス、透明性、データ保護、お
よびプライバシーについての情報をご覧いただけます。

脆弱性の管理

Axisは、共通脆弱性識別子 (CVE) 採番機関 (CNA)です。当社は、セキュリティリスクを最小限に抑
えるため、当社のデバイス、ソフトウェア、およびサービスの脆弱性の特定と修正において業界
標準に従って対応しています。当社の脆弱性管理ポリシーに関する詳細や、脆弱性の報告につい
ては、axis.com/vulnerability-managementを参照してください。

セキュリティ通知

axis.com/security-notification-serviceでAxisのセキュリティ通知メールを受け取る用に設定してく
ださい。お使いのAxis製品に関する脆弱性、関連するセキュリティアドバイザリー、およびその他
のセキュリティ関連事項に関する情報を送信いたします。

安全な製品ライフサイクル管理

Axisは、安全なライフサイクル管理を通じて、製品のライフサイクル全体でリスクを最小限に抑え
ています。help.axis.comに掲載されているハードニングガイドには、Axis製品のより安全な設定と
操作に関する情報、および以下の情報が含まれています。

安安全全なな初初回回使使用用 -- Axis製品は、高度な保護機能がデフォルトで組み込まれているため、初回使用時
から安全な初期化と暗号化された通信が可能です。

使使用用目目的的ととよよくくああるる設設定定ミミスス -- 当社のガイドには、Axis製品の使用目的について記載されていま
す。これには、避けるべきよくあるセキュリティ関連の誤った使用や設定ミスについても含まれ
ています。

脆脆弱弱性性のの管管理理ととササププラライイチチェェーーンンのの透透明明性性 -- 脆弱性の開示およびサプライチェーンの透明性向上
を目的として、ソフトウェアのリリースごとに、axis.comでソフトウェア部品表 (SBOM) を公開し
ています。

利利用用停停止止ととデデーータタのの安安全全なな消消去去 -- 製品のライフサイクル終了時に安全に利用を停止するために、
工場出荷時の設定にリセットしてください。これにより、設定、保存されたデータ、およびセン
シティブな情報が消去されます。
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